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（１）廿日市市の文化財を守る

ア

文
化
財
の
指
定
等
の
基
準
整
備
や
現
状
把
握

① 市指定文化財の明確な指定基準が整備さ

れていない。

① 市指定文化財の指定基準を整

備する。
１ ○重

○継
文化財指定基準整備事業

・市指定文化財について、合併前の市町村で異

なる指定基準を整備する。
○ ○ ◎ 市

② 近年、文化財の新指定などが行われていな

い。
② 文化財の指定等を促進する。 ２ ○継 文化財指定等事業

・整備した指定基準に基づき、本市の成り立ち

を考える上で重要なものについては、市指定重

要文化財などに指定する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

③ 指定等文化財の所在及び現況の確認と、台

帳の作成・整備が行われていない。

③ 指定等文化財の現況確認と、台

帳を作成する。

３ ○重
○新

指定等文化財現況確認調査事業
・国、県、市の指定等文化財について、所在（範

囲）及び現況を確認するための調査を行う。
○ ○ ○ ◎ ○ ○ 市

４ ○重
○新

文化財台帳作成・整備事業

・市指定文化財の種別（分類）・名称などを整理

するとともに、国、県、市の指定等文化財すべて

について、個々の文化財台帳を作成・整備する。

○ ○ ○ ◎ ○ ○ 市

５ ○新 記念物指定確認調査事業
・国、県、市指定の史跡・名勝・天然記念物につ

いて、指定範囲や所有者などを再確認する。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

④ 天然記念物の台帳（カルテ）の作成が行わ

れていない。

④ 天然記念物の台帳（カルテ）を作

成する。
６ ○新 天然記念物現況調査事業

・動物・植物などの天然記念物について、定期
的な現況調査を行い、その台帳（カルテ）を作成・
更新する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

イ

文
化
財
の
現
状
を
踏
ま
え
た
認
定
や
保
存
制
度

① 未指定の無形文化財などについて、認定制

度がない。

① 未指定無形文化財の認定制度

を創出する。
７ ○新 無形文化財等認定制度推進事業

・未指定の無形文化財などについて、市による

新たな認定制度を創出する。
○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

② 無形文化財などの後継者に対する育成支

援が、計画的に行われていない。

② 無形文化財の後継者の育成支

援を検討する。
８ ○拡 無形文化財等後継者支援事業

・無形文化財、無形の民俗文化財などの後継者

育成にあたって、その保存・保持団体や個人へ

の支援を計画的に行う。

○ ○ ○ ○ ○ 市

③ 未指定文化財についての保存制度がない。
③ 未指定文化財の保存制度を検

討する。
９ ○新 文化財認定制度推進事業

・未指定文化財について、いわゆる「市民遺産」

など、市による新たな文化財認定制度を創出し、

多彩な文化財を保存していくことを検討する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

④ 文化財関連の市補助金制度について、整理

が必要である。

④ 文化財関連の市補助金制度を

整理する。

１０ ○拡 文化財補助金制度検討事業
・指定等の有形文化財に対して支出している市

補助金制度を再検討する。
○ ○ 市

１１ ○拡 無形文化財等補助金制度検討事業
・指定等の無形文化財、無形の民俗文化財に対

して支出している市補助金制度を再検討する。
○ ○ 市

１２ ○拡 未指定文化財補助金制度整備推進事業
・未指定文化財の市指定等文化財への検討と、

必要な市補助金制度を検討し、整備する。
○ ○ ○ ○ 市

ウ

指
定
等
文
化
財
の
保
存
修
理
や
維
持
管
理

① 指定等文化財について、必要な保存修理が

行われていないものが多い。

① 指定等文化財の保存修理を行

う。

１３ ○継 指定文化財保存修理事業（市所有以外）

・国、県、市の指定等文化財のうち、市所有でな

い文化財について、修理や修復の指導・助言を

行うとともに、必要に応じて市補助金を支出す

る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 市・県・国

１４ ○継 指定文化財保存修理事業（市所有）

・国、県、市の指定等文化財のうち、市所有の文

化財について、修理や修復などの計画を策定し、

緊急性の高いものから実施する。

○ ○ ○ ○ ○ 市・国

１５ ○継 文化財保存管理及び修理事業

・災害、もしくは経年劣化などによって、傷みが

著しい指定等文化財については修理や修復を行

うとともに、必要に応じて市補助金を支出する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 市・県・国

② 指定等文化財の中には所有者などが不明

で、管理されていないものもある。

② 指定等文化財の管理パトロー

ルを行う。
１６ ○新 文化財維持管理事業

・指定等文化財の維持管理に対しては、地域の

協力のもとで文化財パトロールを実施し、必要

な場合は指導・助言を行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

エ

無
形
文
化

財
等
の
記

録
保
存

① 無形文化財などについて、映像などによる

記録保存が行われていない。

① 映像による無形文化財などの

記録保存を行う。
１７ ○新 無形文化財等映像記録保存事業

・無形文化財、無形の民俗文化財などについて、

映像記録が必要なものについては、積極的に撮

影を行う。

○ ○ ○ ○ ○ 市・国
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（２）文化財調査による郷土の魅力発掘

ア

文
化
財
の
把
握
調
査
や
詳
細
調
査

① 未指定文化財の把握調査は、宮島地域では

ある程度、また廿日市・佐伯・吉和・大野

地域では、遺跡（史跡）、動物・植物・地質

鉱物（天然記念物）、埋蔵文化財の一部、吉和

地域では無形文化財や無形の民俗文化財に

ついて調査が行われている。しかし、それ

以外のものについては、把握調査がほとん

ど実施されていない。

① 未指定文化財のうち、把握調査

が行われていない地域や種別に

ついて、優先的に把握調査を行

う。

１８ ○重
○新

有形文化財（建造物）把握調査事業

・宮島地域を除いた廿日市・佐伯・吉和・大野の

４地域について、未指定の有形文化財（建造物）

の把握調査を行う。

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ 市

１９ ○重
○新

有形文化財（美術工芸品）把握調査事業

・佐伯・吉和・大野の３地域を中心とし、廿日

市・宮島地域についても未指定の有形文化財（美

術工芸品）の把握調査を行う。

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ 市

２０ ○重
○新

無形文化財・民俗文化財把握調査事業

・未指定の民俗文化財については、過去に吉

和・宮島地域において調査が行われているが、

当時の記録資料が残っていないため、改めて全

市的な未指定の無形文化財・民俗文化財の把握

調査を行う。

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ 市

２１ ○重
○新

記念物（遺跡・名勝地）把握調査事業

・廿日市地域は未指定の名勝地、佐伯地域は未

指定の遺跡、吉和・大野地域については未指定

の遺跡・名勝地について、把握調査を行う（赤色

立体地図の活用）。

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ 市

２２ ○重
○新

記念物（動物・植物・地質鉱物）把握調査事

業

・主に吉和・大野地域を中心として、未指定の動

物・植物・地質鉱物について把握調査を行う。
○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ 市

２３ ○重
○新

文化財調査市民参加促進事業

・未指定文化財の把握調査に際して、文化財へ

の関心や理解を深めるとともに親しみを持って

もらうため、多くの市民の参加を促す。

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ 市

２４ ○新 文化財詳細調査事業

・指定等文化財はもちろん、把握調査によって

明らかとなったさまざまな未指定文化財につい

ても、必要に応じて詳細調査を行う。

○ ○ ○ ○ ○ 市

② 指定等文化財や未指定文化財の詳細調査

は、一部を除いてこれまで行われていない。
② 文化財の詳細調査を行う。 ２５ ○新 文化財詳細調査促進事業

・さまざまな未指定文化財の詳細調査を行う際

に、大学や専門機関などの研究者に協力を求め、

連携を図る。

○ ○ ○ ○ ○ 市・国

③ 文化財の把握調査や詳細調査の報告書が

作成・刊行されていない。

③ 把握調査や詳細調査の報告書

を作成する。
２６ ○重

○新
把握調査・詳細調査報告書作成事業

・把握調査や詳細調査の結果について、調査報

告書などを作成・刊行する。
○ ○ ◎ ○ 市・国

イ

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
と
成
果
の
整
理

① 開発事業等に伴う事前の埋蔵文化財の有

無確認と、現地調査が不十分である。

① 埋蔵文化財の事前確認調査を

行う。

２７ ○継 埋蔵文化財事前協議推進事業

・開発事業等については、事前の埋蔵文化財の

有無確認（試掘）調査を徹底し、その結果を遺跡

の保存に役立てる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 市・国

２８ ○拡 埋蔵文化財保護事業
・開発事業等によって現状保存ができない埋蔵

文化財については、詳細な発掘調査を実施する。
○ ○ ○ ○ ○ ○ 事業者等

② 遺跡地図（ＧＩＳ）が更新されていない。
② 遺跡地図（ＧＩＳ）の更新を進め

る。
２９ ○拡 遺跡地図（ＧＩＳ）整備事業

・埋蔵文化財の分布踏査や試掘・確認調査で明

らかとなった内容については、既存の遺跡地図

（ＧＩＳ）に反映させる。

○ ○ ○ ○ 市・国

③ 分布踏査の際に必要な赤色立体地図が導

入されていない。

③ 市内全体について赤色立体地

図を導入する。
３０ ○重

○新
赤色立体地図等導入事業

・広島県などの防災写真（データ）を利用した赤

色立体地図を導入し、埋蔵文化財の分布踏査及

びその保存に活用する。

○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ 市・国

④ 重要遺跡や重要考古資料が把握されてい

ない。

④ 重要遺跡や重要考古資料の把

握を進める。
３１ ○新 重要遺跡等確認調査事業

・市内に存在する重要遺跡については、史跡指

定を目的とした確認調査を行い、時代・範囲・
内容などを把握するとともに、その結果を報告

書にまとめる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市・国
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１

調
査
と
保
存
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廿
日
市
市
の
文
化
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を
知
り
、
価
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を
共
有
す
る
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（３）出土文化財の再整理と活用

ア

出
土
文
化
財
の
再
整
理
と
活
用

① 合併前に発掘調査された出土文化財の一

部は、未整理の状態で保管されている。
① 出土文化財の再整理を行う。 ３２ ○重

○新
出土文化財整理収蔵事業

・これまでの発掘調査で出土した文化財（遺物）

について、必要な整理作業を行い、適切に分別収

蔵する。

○ ◎ ○ ○ 市・国

② 合併前の発掘調査の一部は、概要報告書
しか作成・刊行されていない。

② 発掘調査報告書を作成・刊行す

る。
３３

○重
○新

発掘調査等報告書作成事業

・発掘調査された市内の埋蔵文化財（遺跡）のう

ち、その結果が公開されていないものについて

は、発掘調査報告書などを作成・刊行する。

○ ◎ ○ ○ 市・国

③ 出土文化財（遺物）の中には、冠遺跡群の

ように重要考古資料に選定されているもの

もあるが、文化財指定の申請作業は進んで

おらず、公開・活用されていないものも多

い。

③ 重要考古資料等の公開・活用を

進める。
３４ ○新 出土文化財保存処理事業

・公開・活用を進めるため、復元可能な資料や保

存処理が必要な資料については、優先順位のも

とに適切な手法で実施する。

○ ○ ○ ○ 市・国

（４）文化財保護体制の整備と職員のスキルアップ

ア

文
化
財
専
門
職
員
の

充
実
と
体
制
強
化

① 必要な文化財専門職員の計画的な雇用と、

十分な配置が行われていない。

① 文化財専門職員の計画的な雇

用を検討する。

３５ ○重
○拡

埋蔵文化財専門職員等の確保

・埋蔵文化財（考古学）の専門職員をはじめ、文

献史学や民俗学等、本市に必要な各分野の専門

職員の計画的雇用と、配置を検討する。

○ ◎ ◎ ◎ 市

３６ ○重
○拡

文化財担当職員数の確保

・文化財の保存・活用などをスムーズに行うた

め、市内に存在する指定等文化財の、質と量に

見合った担当職員数の確保を検討する。

○ ◎ ◎ ◎ 市

イ

文
化
財
担
当
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
、
市
職
員
の
文
化

財
保
護
意
識
の
醸
成
・
向
上

① 文化財専門・担当職員のスキルアップに必

要な、各種の専門研修があまり行われてい

ない。

① 文化財専門・担当職員への専門

研修を行う。
３７ ○重

○拡
文化財関係職員育成事業

・本市の文化財を担当し、また関係する市職員な

どに対して、必要に応じて文化財についての知

識や技術研修を行う。

○ ◎ ◎ ◎ 市

② これまで市職員への文化財保護研修が行

われてこなかった。

② 市職員への文化財保護研修を

行う。

３８ ○重
○拡

文化財保護研修推進事業
・市職員などの文化財保護意識の向上のため、
研修をはじめとする各種の周知活動を行う。

○ ◎ ◎ ◎ 市

３９ ○新 文化財活用職員育成事業

・観光・農林水産・企画部局など、市やその関連

団体と連携し、活用事業担当職員への文化財研

修や情報発信に取り組む。

○ ○ ○ ○ ○ 市

ウ

文
化
財
に
関
係
す
る
行
政

関
連
部
局
や
関
係
団
体
・

大
学
な
ど
と
の
連
携

① 文化財に関係する行政関連部局や、関係
団体・大学などとの連携があまりない。

① 文化財関連部局や関連団体・大

学などとの連携を検討する。

４０ ○新 文化財保護協議会の設置

・指定等文化財の保存と活用、また情報の共有
を目的とした行政と文化財関連団体等との協議

会を設立する。

○ ○ ○ ○ ○ 市

４１ ○新 文化財活用促進事業

・文化財の保存と活用に関して、地域住民や文化

財関係団体、また大学・研究機関などとの連携体

制を構築する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市



「課題－方針－措置」対照表 ４ 【 方向性２ 公開と活用 】 ○重：重点措置、○新：新規、○継：継続、○拡：拡充 計画期間＝前期：令和５年度～７年度、中期：令和８年度～10年度、後期：令和11年度～令和12年度

将

来

像

地
区
区
分

方

向

性

課 題 方 針
措置

番号

重点

新規

継続
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財

源措 置 名 概 要
市

民

地

域

所
有
者

研
究
者

行

政

前

期

中

期

後

期

多
彩
な
気
候
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
歴
史
文
化
や
生
業
と
、
人
び
と
の
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
守
り
・
活
か
し
・
伝
え
る

市

域

全

体

２

公
開
と
活
用
（
廿
日
市
市
の
文
化
財
を
活
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
）

（１）文化財を活かしたまちづくり

ア

各
種
文
化

財
の
学
習

機
会
の
確

保 ① 文化財関連講座や講演会などの開催が少

ない。

① 文化財関連講座や講演会など

を開催する。
４２ ○拡 文化財普及啓発事業

・本市の魅力を知ってもらうために、各種の文

化財講演会や講座、また文化財探訪会などの事

業を開催する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市・国

イ

文
化
財
に
関
す
る
情
報
発
信
と
案
内
板
や

説
明
板
の
整
備

① 文化財についての情報発信がほとんど行

われていない。

① 文化財に関する情報発信を検

討する。
４３ ○新 文化財情報発信推進事業

・文化財の紹介動画など、ウェブサイトやＳＮ

Ｓなどによる情報発信を検討する。
○ ○ ○ ○ ○ 市・国

② 文化財のパンフレットなどが作成されて

いない。

② 文化財のパンフレットなどを

作成する。
４４ ○拡 文化財パンフレット等作成事業

・誰が見ても分かりやすく、現地に行ってみた

くなるような、文化財の紹介・解説パンフレッ

トやリーフレットなどを作成する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 市・国

③ 文化財への誘導標識、案内板、説明板など

について統一性がない。

③ 文化財への標識、案内板、説明

板などを統一する。
４５ ○重

○新
文化財サイン計画策定事業

・主要な文化財について、地図や誘導標識、また

案内板、説明板などを新たに設置するため、文

化財サイン計画を策定する。

○ ○ ◎ ○ 市

④ 文化財の既存案内板、説明板などの老朽
化が著しい。

④ 既存の案内板、説明板などを更

新する。

４６ ○拡 文化財説明看板等管理事業
・文化財の説明板、標識、標柱などについて、状

況把握のためのパトロールを定期的に行う。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

４７ ○重
○拡

文化財説明看板等更新事業
・文化財の説明看板などの更新・改修及び新設

を進める。
○ ○ ◎ ○ 市・県・国

ウ

所
有
者
等
に
よ
る
文
化
財
の

公
開
・
活
用

① 指定等文化財の公開に際して、必要な支
援が十分に行われていない。

① 文化財の公開を支援する。 ４８ ○拡 文化財公開支援事業

・神楽をはじめとする郷土芸能団体や、個人（法

人）所有の指定等文化財について、積極的な公開

を支援する。

○ ○ ○ ○ ○ 市

② 指定等文化財の所有者などとの連携がほ

とんどない。

② 文化財所有者との連携を検討

する。

４９ ○拡 文化財所有者等連絡協議会の設置

・指定等文化財の保存と活用を目的とした、所

有者（管理者）などで構成される協議会を設立す

る。

○ ○ ○ ○ 市

５０ ○新 文化財所有者等研修事業

・指定等文化財の所有者（管理者）などに対して、

保存と活用を目的とした研修会を、必要に応じ

て開催する。

○ ○ ○ ○ 市

エ

重
要
遺
跡

や
重
要
考

古
資
料
の

公
開
・
活

用 ① 冠遺跡群をはじめとする重要遺跡や重要

考古資料が公開・活用されていない。

① 冠遺跡群などの重要遺跡や重

要考古資料を文化財指定し、公

開・活用する。

５１ ○新
重要遺跡・重要考古資料等公開・活用事

業

・冠遺跡群などの重要遺跡は土地所有者の協力

を、重要考古資料については広島県からの譲与

を受けて文化財指定の申請作業を進め、公開・

活用を図る。

○ ○ ○ ○ ○ ◎ 市・国

オ

文
化
財
の
把
握
調
査
に
基
づ
い
た
、
総
合
的
・

一
体
的
な
保
存
と
活
用

① これまでは複数の文化財を総合的・一体
的に保存・活用するという視点に欠けてい

たため、関連文化財群や文化財保存活用地

区は未設定である。

① 関連文化財群や文化財保存活

用地区の設定を検討する。

５２ ○重
○新

関連文化財群等設定事業

・把握調査の結果に基づき、市民参加によって

関連文化財群や文化財保存活用区域を検討し、

設定する。

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ 市

５３ ○重
○新

関連文化財群等活用推進事業

・市民参加のもとで、関連文化財群や文化財保

存活用区域を、地域づくりや観光資源などに活

かしていく方法を検討する。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎ 市

② 文化財をめぐる探訪（見学）ルートが作ら

れていない。

② 文化財探訪（見学）ルートを検討

する。
５４ ○重

○新
文化財観光ルート創造事業

・関連文化財群や文化財保存活用区域につい

て、探訪（見学）ルートの調査・検討を行い、さ

まざまなモデルコースを設定する。

○ ○ ○ ○ ◎ 市

③ 文化財の普及啓発及び、保存体制が整備
されていない。

③ 文化財の普及啓発や保存体制

を検討する。

５５ ○重
○新

関連文化財群等周知活用事業
・設定された関連文化財群や文化財保存活用区

域の周知と、活用方法を検討する。
○ ○ ○ ○ ◎ 市

５６ ○新 文化財保存活用推進事業

・市民、ボランティア団体、観光協会などとの協

働・連携による文化財ガイド、普及啓発及び文

化財の保存・活用体制を構築する。

○ ○ ○ ○ ○ 市



「課題－方針－措置」対照表 ５ 【 方向性２ 公開と活用 】 ○重：重点措置、○新：新規、○継：継続、○拡：拡充 計画期間＝前期：令和５年度～７年度、中期：令和８年度～10年度、後期：令和11年度～令和12年度

将

来

像

地
区
区
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方

向
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措置
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新規
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拡充
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財

源措 置 名 概 要
市

民

地

域

所
有
者

研
究
者

行

政

前

期

中

期

後

期

多
彩
な
気
候
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
歴
史
文
化
や
生
業
と
、
人
び
と
の
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
守
り
・
活
か
し
・
伝
え
る

市

域

全

体

２

公
開
と
活
用
（
廿
日
市
市
の
文
化
財
を
活
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
）

（２）歴史民俗資料館等の整備・充実

ア

収
蔵
資
料
の
把
握
や
整
理
と
公
開
・
活
用

① 収蔵資料台帳の整理や更新が行われてい

ない。

① 収蔵資料台帳を整理や更新を

行う。
５７ ○拡 資料館等収蔵台帳作成事業

・資料館などの収蔵資料台帳を整理・作成し、

必要に応じて更新する。
○ ○ ○ ○ ○ 市

② 収蔵資料について、詳細調査が行われて

いない。
② 収蔵資料の詳細調査を行う。 ５８ ○拡 資料館等収集資料詳細調査事業

・資料館などの収蔵・保管資料について、必要

に応じて詳細調査を行う。
○ ○ ○ ○ ○ 市

③ 明確な資料収集（収蔵）基準が作成されて

いない。

③ 資料収集（収蔵）基準を作成す

る。
５９ ○新 資料館等収集基準整備事業

・資料館における資料の収集・収蔵基準を作成

し、それに基づいた資料の収集・収蔵を行う。
○ ○ ○ ○ ○ 市

④ 資料館の収蔵資料がほとんど公開・活用
されていない。

④ 収蔵資料を公開・活用する。 ６０ ○新 文化財小規模展示推進事業

・本市の各支所、市民センター、商業施設な

ど、多くの市民などが訪れる施設において、小

規模な出張展示を検討する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

⑤ 収蔵資料のデジタル化が進んでおらず、
その公開もされていない。

⑤ 収蔵資料のデジタル化を検討

し、公開する。
６１ ○新

資料館等収蔵・保管資料デジタル化推進

事業

・資料館などに収蔵・保管されている主な資料

をデジタル化し、インターネット上などでの公

開を検討する。

○ ○ ○ ○ 市・国

⑥ 資料館の情報発信が少ない。 ⑥ 資料館の情報発信を検討する。 ６２ ○新 資料館等情報発信推進事業
・資料館の紹介動画などについて、ウェブサイ

トやＳＮＳなどによる情報発信を検討する。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

イ

調
査
研
究
に
基
づ
く
資

料
館
の
展
示
の
充
実
や

情
報
発
信

① 収蔵資料の調査研究に基づいた展示が少

ない。

① 収蔵資料の調査研究を進め、展

示に活かす。

６３ ○拡 資料館等展示充実促進事業
・継続的な調査・研究で得られた新たな知見を

展示内容に盛り込む。
○ ○ ○ ○ ○ 市・国

６４ ○拡 資料館等展示内容見直し事業

・資料館など（宮島以外）の展示内容をリニュー

アルするための調査・検討を進め、実施可能な

施設から現在の展示内容を検討する。

○ ○ ○ ○ ○ 市・国

② 大半の収蔵資料については、調査報告書
が作成・刊行されていない。

② 収蔵資料の調査報告書を作

成・刊行する。
６５ ○新 資料館等調査研究報告書作成事業

・資料館などにおける調査・研究で明らかとな

った新知見について、報告書を作成・刊行する。
○ ○ ○ ○ ○ 市・国

ウ

文
化
財
に
関
す

る
学
習
機
会
の
確

保
・
充
実

① 資料館学芸員による展示解説、講座など
の開催がほとんどない。

① 学芸員による展示解説・講座な

どを行う。
６６ ○拡 資料館関連講座等実施事業

・資料館の学芸員などによって、展示解説や関

係する各種の講座・講演会を定期的に開催する。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

② ふるさと学習や出前博物館などの開催が

少ない。

② ふるさと学習や出前博物館な

ど、館外での学習機会を増やす。
６７ ○拡 ふるさと学習等推進事業

・市内の小中学校や本市を訪れる修学旅行生な

どを対象として、本市の歴史文化や文化財など

に関係する内容の授業・講義・講座などを行う。

○ ○ ○ ○ 市

エ

資
料
館
等
の
展
示
や
収

蔵
施
設
の
整
備
・
充
実

① 市内の資料館及び収蔵施設は、どれも狭
隘で老朽化も進んでいる。

① 資料館や資料収蔵施設の再編

や整備・拡充を検討する。

６８ ○重
○継

宮島歴史民俗資料館整事業（再掲）
・宮島歴史民俗資料館の移転・再整備（リニュー

アル）計画を早急に具体化し、着手する。
○ ○ ◎ ◎ ○ 市・国

６９ ○重
○新

資料収蔵施設等（宮島以外）整備検討事業

・さまざまな収集資料を収蔵するための施設（宮

島以外の収蔵庫）の再編と整備・拡充を検討する

ため、調査・検討を行う。

○ ○ ◎ ◎ 市

７０ ○重
○新

資料館等（宮島以外）整備検討事業
・資料館など（宮島以外）を再編と整備・拡充を

検討するため、調査・検討を行う。
○ ◎ ◎ ◎ 市・国

オ

埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
等
の
整

備
① 発掘調査等によって出土した遺物の整理

作業や、公開・活用が行われていない。

① 出土文化財の再整理と公開・活

用を進める。
７１ ○重

○新
埋蔵文化財整理作業施設等整備事業

・発掘調査で出土した文化財（遺物）の整理作業

を行うスペースを早急に確保するとともに、公

開・活用と収蔵保管を目的とした埋蔵文化財セ

ンターなどの施設整備を検討する。

○ ◎ ○ ○ 市・国

② 出土遺物の収蔵保管及び展示施設がない。
② 出土文化財の収蔵・保管施設の

整備を検討する。
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将

来

像

地
区
区
分

方

向

性

課 題 方 針
措置

番号

重点

新規

継続

拡充

措 置 取 組 主 体 計 画 期 間
財

源措 置 名 概 要
市

民

地

域

所
有
者

研
究
者

行

政

前

期

中

期

後

期

多
彩
な
気
候
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
歴
史
文
化
や
生
業
と
、
人
び
と
の
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
守
り
・
活
か
し
・
伝
え
る

市

域

全

体

２

公
開
と
活
用
（
廿
日
市
市
の
文
化
財
を
活
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
）

（３）災害等から文化財を守る

ア

災
害
等
か
ら
文
化
財

を
守
る
た
め
の
周
知

や
啓
発
活
動

① 防災・防犯対策の情報発信や、普及啓発が
十分でない。

① 防災・防犯対策の情報発信や普

及啓発活動を行う。
７２ ○重

○新
文化財防災・防犯等普及啓発事業

・文化財の所有者・管理者などへ防災・防犯対策

について、情報発信及び普及啓発を行う。
○ ○ ◎ ○ ○ 市

イ

文
化
財
の
防
災
対
策
の
実
態
調
査
や
緊

急
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

① 指定等文化財について、防災・防犯対策
の実態が把握されていない。

① 指定等文化財について、防災・

防犯対策の実態調査を行う。
７３ ○重

○新
文化財防災・防犯等対策実態把握事業

・厳島神社をはじめ、市内の指定等文化財の防

災・防犯対策について、現状を把握するための実

態調査を行う。

○ ○ ○ ○ ○ ◎ 市

② 指定等文化財の防災・防犯計画がない。
② 指定等文化財の防災・防犯計画

を策定する。
７４ ○重

○新
指定等文化財防災計画策定事業

・市内の指定等文化財の、防災・防犯計画を策定

する。
○ ○ ○ ○ ◎ 市

③ 災害時における文化財の広域的避難態勢

（マニュアル）が整備されていない。

③ 災害時の広域的避難体制（マニ

ュアル）を検討する。
７５ ○重

○新
文化財避難体制整備事業

・市内及び市域を越える大規模災害に対応した、

文化財避難体制を整備・検討し、それをマニュア
ル化する。

○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 市

④ 防災・防犯設備が整備されていない指定
等文化財が多い。

④ 指定等文化財について、防災・

防犯設備の整備を検討する。
７６ ○拡 文化財防災・防犯設備整備支援事業

・指定等文化財について、防災・防犯対策設備
の整備や設置を検討し、所有者などに対して必

要な指導・助言・支援を行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 市・県・国

ウ

文
化
財
の
防
火
パ
ト

ロ
ー
ル
や
防
災
訓
練

① 文化財防火パトロールが十分に行われて

いない。
① 文化財防火パトロールを行う。 ７７ ○新 文化財防災・防犯パトロール事業

・必要に応じて、広島県廿日市警察署及び廿日市

市消防本部・広島市消防局などと連携した文化

財パトロールを行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

② 文化財防災訓練が不十分である。 ② 文化財防災訓練を行う。 ７８ ○拡 文化財防災訓練実施事業
・文化財の所有者・管理者及び地域住民などが参

加する防火・防災訓練を行う。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市
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地

域

所
有
者

研
究
者

行

政

前

期

中

期

後

期

多
彩
な
気
候
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
歴
史
文
化
や
生
業
と
、
人
び
と
の
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
守
り
・
活
か
し
・
伝
え
る

宮

島

３

宮
島
の
保
存
と
活
用
（
宮
島
を
保
存
・
活
用
し
、
未
来
世
代
へ
確
実
に
継
承
す
る
）

（１）宮島の保存制度の周知と保存活用計画の策定

ア

宮
島
の
保

存
制
度
の

周
知

① 宮島について、さまざまな規制の周知が
不十分である。

① 宮島の保存などに関するさまざ

まな規制を周知を進める。
７９ ○重

○拡
宮島文化財保存活用啓発事業

・宮島の文化財や自然・景観などに対する保存

法令などの説明会・研修会を、必要に応じて繰

り返し開催する。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ 市

イ

宮
島
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
保
存
・
活
用
に

関
す
る
計
画
策
定
や
改
訂

① 既存の保存管理計画は、各指定文化財の
本質的価値を構成する枢要な諸要素
と、それらと密接に関わる諸要素に分
け、さらにこれを特別保護地区と保護地区
に大別しているが、多くの問題点が指摘さ

れている。

① 保存管理計画の改訂を検討し、

管理団体の作成に協力する。

８０ ○重
○継

『特別史跡及び特別名勝厳島保存管理

計画』改訂事業

・既存の『特別史跡及び特別名勝厳島保存管理

計画』について、宮島の実状に合わせた改訂版

を早急に検討し、管理団体の作成に協力する。

○ ○ ○ ◎ 市・県・国

８１ ○継
『廿日市市宮島町伝統的建造物群保存

地区保存活用計画』改訂事業

・既存の『廿日市市宮島町伝統的建造物群保存

地区保存活用計画』については、必要に応じて

改訂する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

② 宮島に存在するさまざまな文化財につい

て、共通方針と調和を執るための包括的な

管理計画が策定されていない。

② 島内の文化財について、保存・

活用のための共通方針（包括的な

管理計画）を検討する。

８２ ○新 世界遺産包括的保存活用計画策定事業

・世界遺産「厳島神社」をはじめとする島内の

文化財について、保存・活用のための共通方針

（包括的な管理計画）を検討し、策定する。

○ ○ ○ ○ 市・県・国

③ 現状変更等の許可基準について、実際に運

用するための規定が整備されていない。

③ 保存管理計画の運用規定を作成

する。
８３ ○重

○新
宮島現状変更等許可基準運用規定作成

事業

・特別史跡及び特別名勝厳島、天然記念物瀰山

原始林及び宮島伝統的建造物群保存地区の現状

変更等について、運用規定（施行方法の事例集）を

作成する。

○ ○ ◎ 市

（２）宮島に関係する部局間の連携体制構築と、民間保護団体の把握

ア

宮
島
に
関
係
す
る

部
局
間
の
連
携
体

制
構
築
と
、
民
間

保
護
団
体
の
把
握

① 宮島の保全に関わる関係部局・機関の連
携が不十分である。

① 宮島に関係する部局・機関の連

携を進める。
８４ ○重

○新
宮島文化財等連絡協議会の設置

・宮島の保全と活用に関係する国、県の関係機

関や、市の関連部局間との情報共有と、連携体

制を構築する。

○ ◎ ○ ○ 市

② 宮島に関係する民間保護団体などの把

握・連携ができていない。

② 宮島に関係する民間保護団体を

把握し、連携する。
８５ ○新

宮島関連民間保護団体連絡協議会の設

置

・宮島に関係する民間保護団体などの把握と、

連携体制を構築する。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市

（３）宮島の調査研究と魅力の発信・活用

ア

宮
島
に
関
係
す
る
文

化
財
の
公
開
と
、
多
様

な
媒
体
に
よ
る
情
報

発
信

① 宮島の指定等文化財の多くが公開・活用
されていない。

① 宮島の指定等文化財について、

公開・活用を促進する。
８６ ○拡 宮島指定等文化財公開促進事業

・厳島神社など、宮島の島内各所に所蔵されて

いる指定等文化財について、公開・活用を促進

する。

○ ○ ○ ○ ○ 市

② 宮島に関係する文化財の情報発信が不十

分である。

② 宮島に関係する文化財の情報発

信を検討する。
８７ ○新 宮島文化財情報発信推進事業

・宮島の未指定文化財を含めた資料の公開と、

文化財の紹介動画などのウェブサイトやＳＮＳ

による情報発信（多言語対応）やイベントの開催

を検討する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市・国

イ

宮
島
に

関
係
す

る
調
査

研
究

① 宮島に関係する調査研究が進んでいない。
① 宮島に関係する歴史文化の調査

研究を進める。
８８ ○新 宮島歴史文化等調査研究事業

・宮島における歴史文化や文化財・自然・景観

などについて、関係する研究機関などと連携し、

継続的に調査・研究を進め、調査研究報告書な

どを刊行する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市・国

ウ

宮
島
の
文
化
財
を
保
存
・
活

用
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
整

備
と
、
埋
蔵
文
化
財
の
計
画

的
な
調
査
・
研
究

① 資料館や世界遺産センターなどの拠点施

設が整備されていない。

① 歴史文化や文化財に関するさま

ざまな拠点施設の整備を検討す

る。

８９ ○重
○継

宮島歴史民俗資料館整備事業
・宮島歴史民俗資料館の移転・再整備（リニュー

アル）計画を早急に具体化し、着手する。
○ ○ ◎ ◎ ○ 市・国

９０ ○新 世界遺産センター等拠点施設整備事業

・世界遺産センターや重伝建地区の町並みセン

ター、またビジターセンターなど、文化財の価

値や魅力を伝えるための拠点施設の整備につい

て検討する。

○ ○ ○ ○ ○ 市・国

② 宮島町伝統的建造物群保存地区内におけ

る埋蔵文化財の発掘調査が不十分である。

② 重伝建地区内の埋蔵文化財につ

いて、確認・発掘調査を進める。
９１ ○拡 埋蔵文化財調査研究事業

・重伝建地区をはじめ、島内各所に点在する埋

蔵文化財について、詳細な発掘調査を行う。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 市・国


